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(57)【要約】
モバイルおよび衛星通信ネットワークの統合を可能にす
る通信システム。システムは、モバイルデバイスと双方
向通信するように構成されているインターフェースデバ
イス（好ましくは、無線で）を含み、インターフェース
デバイスは、通信デバイス上の衛星アンテナと、アンテ
ナを介して衛星ネットワークと双方向通信するように構
成されている音声／データモデムとを含む。一実施形態
において、モバイルデバイスは、モバイルスマートフォ
ンを備えている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モバイルデバイスから遠隔に位置するスイッチデバイスを使用して、前記モバイルデバ
イスにおいてアクティブな継続中の第１の電子通信を第１のネットワークから第２のネッ
トワークに切り替える方法であって、前記第１のネットワークは、モバイルセルラー通信
ネットワークまたは衛星通信ネットワークのうちの一方であり、前記第２のネットワーク
は、前記モバイルセルラー通信ネットワークまたは衛星通信ネットワークのうちの他方で
あり、前記スイッチデバイスは、モバイル通信セルラーネットワークおよび衛星通信ネッ
トワークと通信するように構成され、前記方法は、
　（１）前記スイッチデバイスにおいて、前記モバイルデバイスから通知を受信するステ
ップであって、前記通知は、移動が所望されることを示すように動作する、ステップと、
　（２）前記スイッチデバイスが、前記モバイルデバイスに向けられる第２の電子通信を
開始するステップであって、前記第２の電子通信は、前記第２のネットワークを介して、
前記モバイルデバイスへの通信を確立するように構成されている、ステップと、
　（３）前記スイッチデバイスが、前記第１のネットワークを通した前記継続中の電子通
信を前記第２のネットワークを通して確立された前記第２の電子通信に移動させるステッ
プであって、前記スイッチデバイスは、前記第２の電子通信上で通信する、ステップと
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記スイッチデバイスによって、前記第１のネットワークを経由した前記第１の電子通
信を終了する（４）ステップをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記モバイルデバイスは、第１のＳＩＭカードをさらに備え、前記スイッチデバイスは
、前記第２のＳＩＭカードと通信し、前記第１および第２のＳＩＭカードは、前記スイッ
チデバイスにおいて、前記モバイルデバイスに関連付けられている、請求項１に記載の方
法。
【請求項４】
　前記第１のモバイルデバイスは、モバイルスマートフォンを備えている、請求項１に記
載の方法。
【請求項５】
　前記スイッチデバイスは、コンピュータプロセッサおよび関連付けられたメモリデバイ
スを備えている、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記モバイルデバイスは、モバイル通信衛星送受信機と動作可能に通信するように構成
されている無線送受信機と、衛星通信ネットワークと動作可能に通信するように構成され
ている衛星送受信機とをさらに含む、請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　前記スイッチデバイスは、ソフトスイッチをさらに備え、前記ソフトスイッチは、コン
ピュータプロセッサおよび関連付けられたメモリデバイスをさらに備えている、請求項４
に記載の方法。
【請求項８】
　モバイルデバイスにおける継続中の第１の電子通信を第１のネットワークから第２のネ
ットワークに切り替えることを移動させる方法であって、前記第１のネットワークは、モ
バイルセルラー通信ネットワークまたは衛星通信ネットワークのうちの一方であり、前記
第２のネットワークは、前記モバイルセルラー通信ネットワークまたは衛星通信ネットワ
ークのうちの他方であり、前記モバイルデバイスは、前記モバイルセルラー通信ネットワ
ークを経由して動作可能に通信するように構成されているモバイル構成要素と、前記衛星
通信ネットワークを経由して動作可能に通信するように構成されている衛星構成要素とを
備え、前記方法は、
　（１）前記モバイルデバイスにおいて、前記モバイルセルラー通信ネットワークのセル
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ラー信号強度を決定し、前記セルラー信号強度に基づいて、前記第１のネットワークから
前記第２のネットワークに切り替わることを決定するステップと、
　（２）前記第２のネットワークを経由して、遠隔に位置するスイッチデバイスに通知を
送信するステップであって、前記通知は、切り替わるための要求として作用する、ステッ
プと、
　（３）前記スイッチデバイスから、前記継続中の通信が前記第２のネットワーク上でア
クティブであることの通知を受信するステップと、
　（４）前記モバイルデバイスが、前記第１のネットワークに関連付けられた前記モバイ
ルまたは衛星構成要素から、前記第２のネットワークに関連付けられた前記モバイルまた
は衛星構成要素のうちの他方に、前記継続中の通信を移動させるステップと
　を含む、方法。
【請求項９】
　前記モバイル構成要素は、モバイルセルラー通信ネットワークと通信するように構成さ
れている無線送受信機を備え、前記衛星構成要素は、衛星通信ネットワークと直接通信す
るように構成されている衛星送受信機を備えている、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記モバイルデバイスは、アプリケーションプログラムおよびレインフォーサをさらに
有し、前記レインフォーサは、前記アプリケーションプログラムと無線で通信し、前記レ
インフォーサは、前記衛星送受信機から前記アプリケーションプログラムにデータを送受
信するように構成されている、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記モバイルデバイスは、ユーザインターフェースをさらに有し、前記ユーザインター
フェースは、前記アプリケーションプログラムと動作可能に通信する、請求項１０に記載
の方法。
【請求項１２】
　前記アプリケーションプログラムは、前記ユーザインターフェースから受信したデータ
を前記レインフォーサに移動させるように構成されている、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ユーザインターフェースは、マイクロホンおよびスピーカを備えている、請求項１
２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ユーザインターフェースは、キーボードを備えている、請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　前記キーボードは、スマートフォン上に表示された仮想キーボードである、請求項１４
に記載の方法。
【請求項１６】
　前記アプリケーションプログラムは、前記無線送受信機にルーティングされたデータを
前記レインフォーサに移動させるように適合されている、請求項１１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記レインフォーサは、ＳＩＰサーバをさらに備えている、請求項１０に記載の方法。
【請求項１８】
　モバイル通信デバイスにおいて、２つのネットワークから、着信中の第１の電子通信を
受信すべきネットワークを選択する方法であって、前記第１のネットワークは、モバイル
セルラー通信ネットワークまたは衛星通信ネットワークのうちの一方であり、前記第２の
ネットワークは、前記モバイルセルラー通信ネットワークまたは衛星通信ネットワークの
うちの他方であり、前記方法は、
　（１）前記モバイル通信デバイスにおいて、前記衛星通信システムを経由して、保留中
の着信呼の通知を受信するステップであって、前記通知は、遠隔に位置するスイッチデバ
イスからであり、前記スイッチデバイスは、モバイル通信セルラーネットワークおよび衛
星通信ネットワークと通信するように構成されている、ステップと、
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　（２）前記モバイル通信デバイスから、前記衛星通信システムを経由して、前記衛星シ
ステムを経由した保留中の着信呼の通知を受信するステップと、
　（３）前記モバイル通信デバイスが、セルラー信号強度が所定の閾値限界を上回るか、
または下回るかを決定するステップと、
　（４）前記信号強度が前記閾値を上回る場合、前記衛星ネットワークを経由して、前記
着信呼を前記モバイル通信デバイスにルーティングするステップと、
　（５）前記信号強度が前記閾値を下回る場合、前記モバイル通信デバイスが、前記遠隔
に位置するスイッチに、前記モバイル通信デバイスを経由して、前記着信呼をルーティン
グするための要求を送信するステップと
　を含む、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、概して、モバイル電話に関し、より具体的には、モバイルおよび衛星電話サ
ービスを統合するための装置、方法、およびシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　衛星電話ネットワークおよびモバイルまたはセルラー電話ネットワークを含む、種々の
タイプの無線通信システムが、世界中で使用されている。衛星電話は、周知であるが、こ
れらのタイプのデバイスは、使用範囲、非衛星ネットワークへの電話番号ポータビリティ
、長い開発時間、コスト等に関して、いくつかの制限を保有する。既存の衛星電話の使用
範囲は、オペレータが屋内に位置する場合、これらのデバイスが電話呼を伝送または受信
しないので、同様に制限される。故に、衛星電話のオペレータは、衛星にアクセスし、そ
の意図された目的のためにデバイスを利用するために、屋外に位置していなければならな
い。
【０００３】
　既存の衛星電話はさらに、非衛星ネットワークへの電話番号ポータビリティに関して制
限される。より具体的には、衛星ハンドセットデバイスに割り当てられる電話番号は、非
衛星ネットワーク（例えば、公衆モバイルネットワーク）上で使用するために移植される
ことができない。逆に言えば、モバイル電話は、現在、異なるモバイルネットワーク間に
おける電話番号ポータビリティを享受していることになる。
【０００４】
　衛星電話と同様に、モバイルデバイスも同様に、その使用を制約する、いくつかの制限
を保有する。例えば、ユーザは、着呼し、かつ発呼するために、ネットワークに関連付け
られたセル中継塔の近傍にいなければならない。電話呼のドロップは、セル中継塔間の切
替の間に生じ得る。ユーザが、セル中継塔の範囲外の遠隔場所に位置する場合、モバイル
デバイスは、通信デバイスとして機能しないであろう。
【０００５】
　広範囲の電話受信可能範囲を必要とする消費者は、各々が別個の電話番号を有する、セ
ルラー電話および衛星電話の両方を使用する必要があるであろう。したがって、当技術分
野において、モバイル電話が、衛星電話をエミュレートし、加えて、ユーザの介入を伴わ
ずに、かつ継続中の呼を中断せずに、衛星システムからモバイルシステム（および、その
逆）に継続中の呼を移動させる選択肢を有することを可能にするためのシステムの必要性
がある。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　モバイルおよび衛星通信ネットワークの統合を可能にする通信システムが、本明細書に
おいて提供される。通信システムデバイスは、モバイルデバイスと（好ましくは、無線で
）双方向通信するように構成され、通信デバイス上の衛星アンテナと、アンテナを介して
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、衛星ネットワークと双方向通信するように構成される、音声／データモデムとを含む、
インターフェースデバイスを含む。通信システムはまた、衛星システムとインターフェー
ス接続し、かつインターネットまたはモバイルネットワークのいずれかを介して、モバイ
ルネットワークにアクセスするソフトスイッチデバイスを含むことも、含まないこともあ
る。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１Ａ】図Ａは、ネットワーク間で呼を移動させるために使用されるシステムを描写す
る。
【図１Ｂ】図Ｂは、システムの一実施形態における、モバイルデバイスからのアウトバウ
ンド呼のフローを示す。
【図１Ｃ】図Ｃは、システムの一実施形態における、モバイルデバイスへのインバウンド
呼のフローを描写する。
【図１Ｄ】図Ｄは、ＶＨＳＧの一実施形態の構成要素の一部を描写するブロック図である
。
【図１Ｅ】図Ｅは、レインフォーサの一実施形態の構成要素の一部を描写するブロック図
である。
【図１Ｆ】図Ｆは、代替実施形態における、インバウンド呼のためのフローを描写する。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　従来のセルラーまたはモバイルネットワークは、スマートフォン等のモバイルデバイス
（セル対応デバイス）を含み、モバイルデバイスは、セル中継塔２０と無線で通信し、セ
ル中継塔２０は、公衆交換電話網または別のモバイルネットワークへのゲートウェイを通
して等、受信した呼を別の通信デバイスにルーティングする。本明細書で使用される場合
、モバイル通信ネットワークは、無線対応セルラーネットワークであり、モバイルデバイ
ス４０は、公衆交換電話網、別のセルネットワーク、またはインターネットとインターフ
ェース接続するセル２０を通して、直接通信する。衛星通信ネットワークは、衛星電話等
の衛星通信デバイスを含み、衛星通信デバイスは、衛星１０と直接通信し、衛星１０は、
公衆交換電話網を介して、別の通信デバイスに衛星呼をルーティングするために、呼を衛
星ゲートウェイ１１にリダイレクトする。統合された無線電話通信ネットワークのシステ
ム略図が、図Ａに図示される。統合された無線電話通信ネットワークは、セル中継塔のネ
ットワークを介したセルラー電話受信可能範囲と衛星のネットワークを介した衛星電話受
信可能範囲との間の隙間を埋める。通信ネットワークはさらに、衛星ゲートウェイ１１を
通して、コアネットワーク（パケットデータルーティングシステムを含む）と通信する従
来の衛星ネットワーク（衛星１０および衛星ゲートウェイ１１によって描写される）を含
み、コアネットワークは、最終的に、情報をインターネットまたは公衆交換電話網（また
は、ＰＳＴＮ）に移動させる。背景情報として、モバイルおよび衛星通信デバイスの両方
に関して、情報は、それぞれの通信ネットワークにわたって、デジタル的に伝送される。
従来の衛星およびモバイルセルラー電話では、電話内のプロセッサは、伝送のためのアナ
ログ音声信号をデジタル発信信号に変換し、着信デジタル音声データに対して、逆に変換
する。
【０００９】
　本システムは、後述されるように、モバイルネットワークと衛星ネットワークとの間で
インターフェース接続する（かつＰＳＴＮ、モバイルネットワーク、インターネットまた
はイントラネット、あるいはいくつかの他の接続を通して、これらのネットワークにアク
セスし得る）、ソフトスイッチ９０または垂直ハンドオーバソフトスイッチゲートウェイ
（ＶＨＳＧ）（時として、スイッチデバイスと称される）を含む。本システムは、モバイ
ル「スマート」フォン等のモバイルデバイスの使用を含む。スマートフォンの種々の実施
例として、ｉＰｈｏｎｅ（登録商標）、Ｂｌａｃｋｂｅｒｒｙ（登録商標）、Ａｎｄｒｏ
ｉｄ（登録商標）等が挙げられる。モバイルデバイスは、ラップトップ、タブレット、ま
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たはモバイルネットワークを経由して無線で通信することができる他のデバイスであり得
る。これらのデバイス、例えば、スマートフォンの多くは、アナログ音声信号をＶｏＩＰ
データストリームに変換可能であり、時として、「ＶｏＩＰ伝送デバイス」と称されるで
あろう。以下の説明では、モバイルデバイスは、便宜上、モバイル電話として参照される
が、本発明は、そのように限定されない。モバイル電話は、公衆モバイルネットワークを
介して、無線通信可能である。公衆モバイルネットワークは、セル中継塔の範囲内でセル
ラー電話受信可能範囲を提供するために、地理的に位置付けられた複数のセル中継塔２０
を含む。モバイル番号が、加入者識別モジュール（ＳＩＭ）カード（ＧＳＭ（登録商標）
ネットワークの場合）または再使用可能識別モジュール（ＲＵＩＭ）カード（ＣＤＭＡネ
ットワークの場合）（両方とも、本明細書では、「ＳＩＭ」カードと称される）またはい
くつかの他のタイプのＳＩＭ様デバイス（全て、本明細書では、「ＳＩＭカード」と称さ
れる）において従来開発されているように、識別目的のために、モバイル電話に関連付け
られる。本システムはまた、後述される様式において、モバイル電話（または、他のモバ
イルデバイス）と動作通信する、信号レインフォーサ（ｓｉｇｎａｌ　ｒｅｉｎｆｏｒｃ
ｅｒ）またはレインフォーサ（ｒｅｉｎｆｏｒｃｅｒ）とも称される、各関連付けられた
モバイルデバイスのためのアダプタ１００を使用する。
【００１０】
　通信システムは、ソフトスイッチ９０と、公衆交換電話網（ＰＴＳＮ）およびモバイル
ネットワークと通信し、かつ両ネットワークを介して衛星ネットワークと通信する関連機
器とを含み得る。ソフトスイッチ９０は、モバイルデバイスへまたはそこからの継続中の
「呼」が、呼を「ドロップ」せずに、衛星ネットワークからモバイルネットワーク（およ
び、その逆）に切り替えられることを可能にする。有利には、ソフトスイッチ９０は、特
別協定または特別取り決めを伴わずに、任意の公衆通信ネットワークを経由して動作する
ことができる。したがって、どのネットワークオペレータをアウトバウンド呼のために相
互接続するために使用すべきかの選択は、非常に柔軟である。
【００１１】
　（ソフトスイッチまたは垂直ハンドオーバソフトスイッチゲートウェイ（ＶＨＳＧ））
　ＶＨＳＧまたはソフトスイッチ９０の目的は、呼をドロップせずに、ある通信ネットワ
ークから別の通信ネットワークに、進行中の呼がシームレスに移動させられることを可能
にすることである。電気通信用語では、本プロセスは、ソフト「ハンドオーバ」または「
ハンドオフ」として知られている。本発明に関するハンドオーバは、モバイルネットワー
クから衛星ネットワーク、またはその逆に行なわれる。公衆モバイルオペレータ（ＰＭＯ
）が一緒に相互接続するための従来の方法は、ＳＳ７ＭＳＣ間リンクを介したものである
が、しかしながら、このリンクプロトコルは、あるネットワークから別のネットワークへ
のライブ呼のハンドオーバをサポートしない。ソフトスイッチの側面は、図Ｄのブロック
図に示される。
【００１２】
　ソフトスイッチ９０がハンドオーバを達成する能力は、ソフトスイッチのプロセッサま
たは中央コントローラを通して、モバイルデバイスへまたはそこからの全進行中のインバ
ウンドおよびアウトバウンド呼を継続的に「アンカ」または監視するその能力にある。Ｖ
ＨＳＧシステムの利点の１つは、加入者が、ＰＭＯのネットワークに接続されている間、
全呼が、ソフトスイッチ９０を介して、加入者に直接ルーティングされ、スイッチを通し
て「トロンボーニング」されないことであり、すなわち、呼が、公衆モバイルオペレータ
のネットワーク内で多重化されることである。これは、呼の品質および待ち時間が、通常
と同じままであることを確実にする。説明される「アンカすること」は、ソフトスイッチ
を通して全呼をルーティングすることと同じではないことに留意されたい。
【００１３】
　（設定）
　ＶＨＳＧが制御呼を制御するために、ユーザまたは加入者は、最初に、ＰＭＯによって
サービスを提供されるモバイルデバイスを有していなければならない。各加入者は、次い
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で、ＶＨＳＧを含むシステムに登録することが可能となる。登録および設定されると、説
明されるように、モバイルデバイスへまたはそこからの呼は、ＶＨＳＧによって、向けら
れ（ＰＭＯネットワークを介して電話がかけられる場合）またはルーティング（衛星ネッ
トワークを介して電話がかけられる場合）されるであろう。加入者をＶＨＳＧに設定する
ために、少なくとも２つのＳＩＭカードが、使用される。一方のＳＩＭカードは、モバイ
ルデバイス４０に位置し、他方のＳＩＭカードは、ＶＨＳＧのプロセッサに位置する、ま
たはそれと通信する。加入者ユーザは、加入者のモバイルデバイスが、好ましくは、衛星
ネットワークを介して、ＶＨＳＧにアクセスすることを可能にするために使用される、追
加の随意の識別子を有し得、これは、そのユーザアクセス番号（ＵＡＮ）として指定され
、例えば、ＩＰアドレス、地上電話番号、または第３のＳＩＭカードであることができる
。ＵＡＮは、呼をルーティングするための有効宛先または識別子として、ＰＭＯおよびＰ
ＳＴＮに見なされる。
【００１４】
　加入者のモバイルデバイス４０は、デバイスに関連付けられたＰＭＯと、そのデバイス
に関連付けられた加入者識別子（セル電話番号等）（ＳＩＭカードまたは他の類似デバイ
ス上に記憶される）とを有する。第２の識別子（第２のセルラー電話番号等）は、加入者
に関連付けられ、好ましくは、加入者のＰＭＯ（但し、必ずしもではない）に関連付けら
れ、ＳＩＭカード等のデバイス上に記憶されるであろう。モバイル４０デバイス上に位置
するＳＩＭカードは、「二次ＳＩＭ」を示す一方、ＶＨＳＧ９０上に位置する、またはそ
れに関連付けられたＳＩＭカードは、「一次ＳＩＭ」を示すであろう（概して、一次ＳＩ
Ｍは、ユーザの元々のモバイル電話番号に関連付けられるであろう）。一次ＳＩＭ加入者
識別子（例えば、モバイル電話番号）は、そのユーザゲートウェイ番号（ＵＧＮ）として
指定される一方、二次ＳＩＭは、第２の加入者識別子を有し、ユーザモバイル番号（ＵＭ
Ｎ）として指定される。一次および二次ＳＩＭ識別子は、任意のＰＭＯからのものである
ことができ、システム（例えば、システムデータベース）内で一緒に「対にされ」または
関連付けられるであろう。実際は、（１）２つのＳＩＭカードは、呼管理目的のために、
データベース内で互に関連付けられ、（２）１つの代わりに、２つのＳＩＭカードがＰＭ
Ｏネットワーク上でアクティブであるという事実をカバーするために、コスト効果的方式
となるように、友人および家族タイプ支払方式を介して対にされることが好ましい。
【００１５】
　以下の議論では、二次ＳＩＭは、ユーザのモバイル電話４０とともに位置する一方、一
次ＳＩＭは、ソフトスイッチ９０の中央プロセッサに記憶され、それと通信するであろう
。サービスの全加入者の一次ＳＩＭは、バンク状ＳＩＭカードが各加入者のＰＭＯと通信
する（ピコセル、マイクロセル、フェムトセル、ｇｎａｃ、または他のそのようなデバイ
スを通して等。（例えば、二次ＳＩＭは、セル中継塔を介して通信することができる、「
アクティブなモバイルデバイス」としてＰＭＯを見なす））ことを可能にする、記憶デバ
イスに各加入者の一次ＳＩＭをつなぐ設備である、「ＳＩＭバンク」内に記憶されるもの
として説明されるであろう。ソフトスイッチ中央プロセッサはまた、各ＳＩＭカードと通
信することが可能であり、プロセッサは、バンク状ＳＩＭカードにおける、およびそれを
通した通信およびハンドシェイクを監視する。ＳＩＭバンクは、概して、ソフトスイッチ
と並置されるが、これは、必須ではない。ＵＡＮが利用される場合、ＶＨＳＧは、ＩＰゲ
ートウェイ（ＩＰアドレスの場合）を通してＵＡＮを採用するか、または地上通信線番号
に対して、構内交換（ＰＢＸ）等の交換を通してＵＡＮを採用する。
【００１６】
　別の追加の識別子、すなわち、衛星識別子（例えば、衛星電話番号）もまた、加入者に
割当または関連付けられ、そのユーザ衛星番号（ＵＳＮ）として指定される。
【００１７】
　（動作）
　加入者が、通信システムに設定および登録されると、ソフトスイッチのプロセッサに関
連付けられたデータベースは、加入者識別子の全て（一次および二次ＳＩＭ、衛星、ＵＳ
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Ｎ、および該当する場合、ＵＡＮ）を相互参照し、またはそれらを関連付けるであろう。
加えて、ＶＨＳＧは、Ａ／Ｄコンバータ、モデム、コーデック、再フォーマットアルゴリ
ズム、ボイス・オーバ・アイピー（ＶｏＩＰ）通信のためのセッション開始プロトコルサ
ーバ（ＳＩＰ）等、モデムまたは他のハードウェア／ソフトウェアを有し、必要に応じて
、ＰＳＴＮ、モバイルネットワーク、またはインターネットとの適切な通信を支援し得る
。この通信機器は、概して、「メディアチェンジャ」と称される。以下の議論では、いく
つかの異なる番号およびＳＩＭカードが、システム内で使用されているが、これらは、加
入者、およびその加入者に発呼する当事者に完全に透過的である。加入者は、次に説明さ
れるように、加入者識別子（一次ＳＩＭに関連付けられた識別子）を使用して、発呼し、
かつ着呼し続ける。
【００１８】
　（インバウンド呼（図Ａおよび図Ｃ））
　図ＢおよびＣでは、括弧内の番号の参照（（１）、（３）、（５）等）は、図Ａに示さ
れる通信経路を参照する。例えば（２）は、モバイルデバイス４０とソフトスイッチ９０
との間の通信経路である（レインフォーサ１００および衛星ネットワークＳＩ（１０、１
１）を介する）。加入者の一次加入者識別子に発呼されると、その呼は、モバイルネット
ワークを通して、ＶＨＳＧに位置する、またはそれと通信する、一次ＳＩＭにルーティン
グされる。一次ＳＩＭへの呼を監視する、ＶＨＳＧは、呼が一次ＳＩＭに向けられたこと
を把握し、発呼者ＩＤから、第三者から一次ＳＩＭへの呼として、これを認識するであろ
う（すなわち、発呼者ＩＤは、発呼当事者が、二次ＳＩＭまたはＵＳＮで識別されないこ
とを示す）（ステップ１００１）。インバウンド呼を検出する、ソフトスイッチは、呼に
「応答」し、次いで、各々が一次ＳＩＭに関連付けられた２つのアウトバウンド呼を開始
する（ステップ１００２）（第１の呼は、モバイルネットワークを通しての二次ＳＩＭ（
すなわち、ＵＧＮ）レグＹ（図Ａに経路３として描写される）への会議呼であり、第２の
呼は、ＵＧＮレグＸ（図Ａに経路２として描写される）への会議呼であり、好ましくは、
ＵＡＮを介して発呼される）。代替として、両呼は、別個の会議呼であり得、またはそれ
ぞれ、一次ＳＩＭを通した単一会議呼の１レグとされることができる。ＵＳＮ（レグＸ）
への呼は、ＰＳＴＮを経由して、衛星ゲートウェイ１１に、次いで、衛星ネットワークを
経由して、モバイルデバイス４０と通信する、レインフォーサ１００（後述される）にル
ーティングされるであろう。レインフォーサ４０は、モバイルデバイスが、衛星電話とし
て動作またはエミュレートすることを可能にし、モバイルデバイス上のアプリケーション
プログラム（「アプリ」）と併せて、モバイルデバイスとの衛星通信を管理する。レイン
フォーサは、モバイルデバイス上に常駐するアプリケーションプログラムに、ソフトスイ
ッチからの着信衛星呼を通知するであろう（かつ、発呼者ＩＤによって識別され得る、（
例えば、ＵＡＮとして識別されるように））。呼を確立する際の遅延が、過度である場合
、ソフトスイッチは、随意に、メッセージを第三者に伝送する（例えば、「ｘｘｘ－ｘｘ
ｘｘに電話をかけています」、または単に、着信音を第三者に返す）、または第三者を保
留にし得る（ステップ１００１Ａ）。
【００１９】
　概して、衛星ネットワークは、通信リンクの確立が遅いため、加入者のモバイルデバイ
ス４０に「到達」するための第１の呼は、概して、モバイルネットワークを経由して、Ｕ
ＧＮに向けられる呼となるであろう（加入者が、セル中継塔の良好な信号範囲内にいない
限り）。いずれの場合も、加入者は、着信呼のうちの１つに応答する。モバイルデバイス
への呼は、ＶＨＳＧによって、一次ＳＩＭ（または、ＵＡＮ）を介して「発呼」されるの
で、ＶＨＳＧは、モバイルデバイスへの呼に関する通信ループ内に留まる。通信ループ内
にある間、ＶＨＳＧは、呼を確立および破棄するために必要とされるもの等、ハンドシェ
イク情報を受信および／または提供する。故に、ＶＨＳＧは、どの発信呼が応答されたか
を検出可能である（二次ＳＩＭへのモバイル呼またはＵＳＮへの衛星呼）。
【００２０】
　加入者が、モバイルデバイスにおいて、着信呼のうちの１つを「ピックアップ」または
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それに応答すると（ステップ１００３Ｘまたは１００３Ｙ）、ＶＨＳＧは、モバイルデバ
イスで応答された（１００３Ｘまたは１００３Ｙ）呼を第三者発呼者に向けるか（呼が、
二次ＳＩＭカードを介して応答される場合）（ステップ１００５Ｙ）、または応答された
呼を第三者呼にルーティングするであろう（衛星呼が応答された場合）（ステップ１００
５Ｘ）。ＶＨＳＧはまた、非応答呼または応答されない会議呼のレグをドロップあるいは
切断する（ステップ１００４Ｘまたは１００４Ｙ）。しかしながら、ソフトスイッチ９０
は、モバイルデバイスによって応答される呼を発呼したので、ソフトスイッチ９０は、モ
バイルデバイス４０と第三者３０との間の結果として生じる呼の「参加者」のままであり
、ハンドシェイクまたは他の関係する呼進行情報のために、呼を監視する。
【００２１】
　一次ＳＩＭカードを介した会議呼の使用はまた、第三者呼が、ＶＨＳＧを通してトロン
ボーニングされておらず、代わりに、ＰＭＯにおいて多重化されていることを含意する。
【００２２】
　（ネットワーク間の確立された継続中の呼のハンドオーバ（図Ａ、Ｂ、およびＣ））
　モバイルデバイス４０（および／またはレインフォーサ）は、モバイルネットワークの
セルラー信号強度を監視するか、または別様に、予期される信号強度を追跡するアプリケ
ーションソフトウェアパッケージ（「アプリ」）を有するであろう。信号強度または予期
される信号強度に基づいて、継続中の呼をあるネットワークから別のネットワークに切り
替えることが所望され得る。例えば、モバイル呼が、進行中であるが、セルラー信号強度
が、低下している場合、呼を衛星ネットワークにハンドオーバすることが所望され得る。
逆に言えば、継続中の呼が、衛星ネットワークを経由しており、モバイル信号強度が、十
分な期間の間、十分な信号強度に到達する場合、呼をモバイルネットワークにハンドオー
バすることが所望され得る。加入者は、主に、コストの観点から、衛星ネットワークの代
わりに、モバイルネットワークを使用することを好むであろうと仮定されるが、これは、
ユーザ設定される選択肢であり得る。
【００２３】
　ネットワーク間の「ハンドオーバ」は、以下のように確立され、「アクティブ」なネッ
トワークとは、継続中の呼をサポートしている現在のネットワークを指し、「パッシブ」
なネットワークとは、継続中の呼を現在サポートしていないネットワークを指す。図Ｃで
は、呼は、レグＹからレグＸまたはその逆に移動させられるであろう。
【００２４】
　常駐モバイルアプリケーション（アプリ）は、信号強度の変化が生じ、アクティブなネ
ットワークからパッシブなネットワークへのハンドオーバが所望されるかどうか決定する
（ステップ１００６）。モバイル信号強度を能動的に監視する代わりに、またはそのバッ
クアップとして、モバイルデバイスは、予期される不良信号強度と地理的場所（または、
その逆、すなわち、良好信号強度対地理的場所）を相関させる情報をその上に記憶してい
ることもある。例えば、アプリは、予期される不良信号強度の「マップ」にアクセス可能
であり、現在の場所（または、傾向情報に基づいて予期される場所）に基づいて、ネット
ワークの移動が望ましいことを決定し得る。いずれの場合も、アプリは、パッシブなネッ
トワーク（（４）または（５）のいずれかを介して）を経由して、一次加入者識別子（一
次ＳＩＭ）（一実施形態では）またはＵＡＮ（ＵＡＮが利用される場合）へのＶＨＳＧの
再呼をトリガするであろう。パッシブなネットワークが、モバイルネットワーク（例えば
、移動は、レグＸからレグＹ）である場合、二次ＳＩＭを介して、モバイル呼として、呼
が、ＶＨＳＧに発呼され（ルート（４））、パッシブなネットワークが、衛星ネットワー
ク（例えば、移動は、レグＹからレグＸ）である場合、レインフォーサから、呼が、例え
ば、ＵＡＮに発呼される（ルート（５））。ＶＨＳＧ９０は、一次ＳＩＭまたはＵＡＮへ
の着信呼を検出し、着信呼が、モバイルデバイス４０またはレインフォーサ１００からで
あることを認識するであろう（例えば、図中の「ＣＬＩ」として参照される発呼者識別技
術等を使用して）。ユーザへの呼が、一次ＳＩＭを介して、既に進行中であることを把握
する、ＶＨＳＧ９０は、ネットワーク間で既存の呼をハンドオーバするため、または移動
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させるための要求として、この第２の呼を認識するであろう。ＶＨＳＧは、次いで、二次
ＳＩＭまたはレインフォーサからの着信呼をアクティブなネットワーク上の確立された継
続中の呼に向け、ブリッジするであろう（ステップ１００７）。この時点では、両ネット
ワークが、呼をサポートするために利用されており、故に、両ネットワークは、「アクテ
ィブ」である。所定の時点において、ＶＨＳＧは、次いで、元々の「アクティブ」なネッ
トワークを通した会議呼のレグを切断またはドロップし、ここで、元々の「アクティブ」
なネットワークは、「パッシブ」なネットワークとなるであろう（ステップ１００８）。
【００２５】
　代替として、アプリは、アクティブなネットワークの継続中の呼を経由して（データ・
オーバ・ボイス等を使用して）、ＶＨＳＧにおいて、「ハンドオーバ要求」として検出さ
れる信号を送信し得、その場合、ＶＨＳＧは、パッシブなネットワークを経由して、モバ
イルデバイスに再呼し、モバイルデバイスにおける常駐アプリにおいて、両通信チャネル
を結合させ、次いで、以前の「アクティブ」なネットワークへのチャネルを切断し得る（
図示せず）。
【００２６】
　ＶＨＳＧが、呼のうちの１つのドロップを始める前に、レインフォーサ１００とモバイ
ルアプリとは、モバイルデバイス４０において、モバイルネットワーク（レグＹ）と衛星
ネットワーク（レグＸ）との間で呼をハンドオーバするように協働する。例えば、一次ネ
ットワークが、モバイルネットワーク（レグＹ、経路（３））であり、衛星ネットワーク
（レグＸ）が、パッシブであると仮定する。常駐アプリは、信号強度が低下（設定限界外
）または急激に低下（信号強度の傾向が、急降下）していることを検出する（ステップ１
００９）。モバイルデバイス４０上の常駐アプリは、次いで、レインフォーサ１００と通
信し、衛星ネットワーク（レグＸ経路（５））を経由して、発信呼、例えば、ＶＨＳＧ９
０におけるＵＡＮへの発信呼を確立する（ステップ１００９）。この発信呼が、ＶＨＳＧ
において「応答され」（ＣＬＩを介して認識され）、現在確立されている呼にルーティン
グされると（ステップ１０１０）、レインフォーサ１００は、呼のステータスを反映する
ために使用される、ハンドシェイク信号（ソフトスイッチによって送信されたトーン信号
等）またはタイミングによって通知される。レインフォーサ１００は、アプリが、衛星通
信のために、継続中のモバイル呼をレインフォーサ４０にリダイレクトし得るように（ア
プリは、直接、呼を移動させても、させなくてもよいが、信号強度のさらなる指標に基づ
いて、リダイレクトを待ち得る）、モバイルデバイス４０上に常駐するアプリケーション
プログラムに、確立された衛星呼を通知する。モバイルネットワーク（レグＹ）から衛星
ネットワーク（レグＸ）へのモバイル４０における呼のリダイレクト、すなわち、モバイ
ルネットワークを経由した呼の切断は、モバイルデバイスがネットワークを切り替え、Ｖ
ＨＳＧが、現在使用されていないネットワーク呼（例えば、現在パッシブなネットワーク
呼）をドロップまたは切断することが可能であることのインジケータとして、ソフトスイ
ッチ９０によって使用されることができる（ステップ１０１１）。
【００２７】
　実施例では、この時点において、モバイルデバイス４０は、現在、以前にパッシブであ
ったネットワーク（すなわち、レインフォーサおよび衛星ネットワークを介した、例えば
、ＵＡＮへのレグＸ）を経由して、第三者３０と通信している。呼は、現在は、アクティ
ブなネットワークである、以前は「パッシブ」であったネットワーク（衛星ネットワーク
）に正常にハンドオーバされている（以前アクティブであったネットワーク（モバイルネ
ットワーク）は、現在、パッシブである）。このハンドオフは、加入者に透明である。
【００２８】
　また、モバイルレグ上に示される、随意の手技（衛星レグまたはモバイルレグの両方に
おいて使用されることができる）も示される。本手技では、第三者が切断する（例えば、
呼解除に関連付けられたハンドシェイクを有するであろう、第三者ハングアップのためで
はなく、呼をサポートするセル信号の欠如のため等、呼がドロップされる）場合、ソフト
スイッチは、呼が再確立されるために、所定の時間、待ち、再確立される場合、パッシブ
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なネットワークからアクティブなネットワークに呼を移動させるか、または時間切れの場
合、呼の残りの経路を破棄することができる。
【００２９】
　（代替インバウンド呼の対処（図ＡおよびＦ））
　図Ｆに描写される代替実施形態では、第三者からＵＧＮへのインバウンド呼は、ソフト
スイッチにおいて受信される（ステップ３０００）。ソフトスイッチは、モバイルデバイ
ス（すなわち、レインフォーサ）への衛星呼を開始する（ステップ３００１）。レインフ
ォーサ１００は、モバイルアプリとセッションを開始する（ステップ３００２－非限定的
実施例として、ＷＩＦＩを介したＳＩＰ呼として示される）。モバイルデバイス上のモバ
イルアプリは、これが保留中の着信呼の通知であることを認識する。モバイルアプリは、
セル信号強度を試験し、この信号強度に基づいて、呼のために最初に採用すべき通信ネッ
トワークを決定するであろう（ステップ３００３）。信号強度が低い場合（ステップ３０
０３Ｘ）、モバイルアプリは、着信呼が、モバイルデバイス（図Ｅにハンドセットとして
説明される）にルーティングされることを可能にする（ステップ３００５Ｘ）。例えば、
モバイルアプリは、モバイルに、ユーザ着信呼の通知を提供させ（例えば、電話を鳴動さ
せる）、ユーザが応答する場合、レインフォーサおよびモバイルアプリを介して、呼をモ
バイルに接続し得る。
【００３０】
　セル信号強度が高い場合（ステップ３００３Ｙ）、モバイルアプリは、ソフトスイッチ
へのモバイル通信呼を開始することができる（ステップ３００３Ｙ）。ソフトスイッチは
、モバイルデバイスから発せられるものとして着信呼を検出し（ステップ３００４および
３００５）、この呼をモバイルネットワークへの保留中の着信呼のルーティング要求とし
て認識する。ソフトスイッチは、次いで、着信中のモバイル呼と着信中の第三者呼をブリ
ッジし（ステップ３００５Ｙ）、着信中の呼の衛星レグをドロップする。図Ｆにおける残
りのステップは、前述のように、ネットワーク（例えば、衛星－モバイル）間で継続中の
呼を移動させること向けられる。
【００３１】
　（アウトバウンド呼（図Ａおよび図Ｂ））
　モバイルデバイス４０からのアウトバウンド呼の場合、モバイルアプリは、最初に、初
期呼を発呼すべきネットワークを決定するであろう（再び、モバイルネットワーク強度、
または可能性として、ユーザ選好に応じて）。モバイルデバイス４０上の常駐モバイルア
プリケーションプログラムは、加入者によってダイヤルされる番号（発呼された番号）を
記憶することができ、アプリは、アプリによって選択されたネットワークを経由して、Ｕ
ＡＮまたは一次ＳＩＭ（実施形態に応じて）を介して、ＶＨＳＧへのアウトバウンド呼を
開始するであろう（ステップ２００１）。
【００３２】
　ＶＨＳＧは、二次ＳＩＭまたはＵＳＮから生じるものとして一次ＳＩＭカードまたはＵ
ＡＮへの着信呼を認識する（例えば、発呼者ＩＤを介して）（ステップ２００２）。ＶＨ
ＳＧは、二次ＳＩＭまたはＵＳＮから一次ＳＩＭカードまたはＵＡＮへの現在アクティブ
な呼が存在しないため、この呼を新しいアウトバウンド呼として認識する（現在の呼が残
っている場合、そのような新しい着信呼は、ネットワークを移動させるためのインジケー
タとして機能するであろう）（ステップ２００２）。ＶＨＳＧ９０は、この呼に「応答」
し（ステップ２００２）、モバイルアプリは、ハンドシェイク信号を介して、ＶＨＳＧ９
０によるピックアップを知らされ、ＶＨＳＧ９０は、モバイルデバイスからのダイヤルさ
れた番号の受信を待つ（ステップ２００３）。モバイルアプリは、呼が「応答された」こ
とを認識し、続いて、確立された呼を経由して、発呼された番号をＶＨＳＧ９０に伝送す
る（ＩＰパケットまたは周波数トーン（例えば、ＤＴＭＦトーン）の送信等）（ステップ
２００４）。ＶＨＳＧは、二次ＳＩＭを介して、ダイヤルされた番号の受信に応じて、一
次ＳＩＭまたはＵＡＮを介して、発呼された番号への会議呼を開始するであろう（ステッ
プ２００４）。ダイヤルされた番号が、例えば、ＵＳＮを介して、受信された場合、ＶＨ
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ＳＧは、一次ＳＩＭを介して、アウトバウンド呼を開始するであろう（ステップ２００４
Ｘ）。呼が、ダイヤルされた当事者によってピックアップされると、ＶＨＳＧは、モバイ
ルデバイスから一次ＳＩＭカード（または、ＵＡＮ）への呼と、ＶＨＳＧによって発呼さ
れたダイヤルされた当事者への呼をブリッジする（ステップ２００５）。モバイルアプリ
ケーションプログラムは、モバイルアプリケーションプログラムが、モバイルデバイス４
０上で呼をアクティブにするために、接続ステータスのハンドシェイク（例えば、必要に
応じて、アクティブなネットワークを通して受信されると、レインフォーサ１００によっ
て転送される）を受信し得る。代替として、呼は、初期呼から、または発呼された当事者
（図示せず）の指定される番号の伝送後、アクティブにされ得る。いずれの場合も、この
時点では、呼は、発呼された当事者、モバイルデバイス（または、レインフォーサを介し
て、モバイルデバイス）、およびＶＨＳＧと確立されている（ステップ２００６）。ネッ
トワーク間の呼の移動は、着信呼と同様に対処され、ステップ２００７－２０１０に描写
され、第２のネットワーク切替は、ステップ２０１１－２０１３に描写される。
【００３３】
　ＶＨＳＧ９０プロセッサは、呼をアンカし（会議呼上に留まり）、前述のように、パッ
シブなネットワークに移動するための着信要求に対して、一次ＳＩＭ（または、ＵＡＮ）
を監視する。
【００３４】
　種々のネットワークを経由した通信を促進するために、ソフトスイッチは、プロセッサ
と通信し、インターネット、モバイル電話ネットワーク、またはＰＳＴＮを介して通信を
可能にする、好適な機器および／またはソフトウェア、例えば、発信伝送ネットワークに
好適な形態に着信情報を再フォーマットするためのソフトウェア（再フォーマット、アナ
ログ／デジタルコンバータ、コーデック方式、ＩＰパケットにおいてフォーマットするた
めのセッション開始プロトコルサーバ（ＳＩＰサーバ）等）を有するであろう。このハー
ドウェア／ソフトウェアは、概して、レインフォーサメディアチェンジャと称され、必要
とされるハードウェアおよび／またはソフトウェアのタイプは、特定の衛星ネットワーク
および通信タイプ（例えば、音声、データ、ストリーミングメディア、パケットスイッチ
、ＳＭＳ等）に依存するであろう。
【００３５】
　（レインフォーサ）
　レインフォーサ１００は、衛星ネットワークおよびモバイルデバイスとインターフェー
ス接続し、好適なアンテナおよび無線送受信機を含み、好適な衛星音声／データモデム３
４を含み得るハードウェア／ソフトウェアデバイスである。レインフォーサの側面は、図
Ｅのブロック図に示される。実施例として、信号レインフォーサは、Ｇｌｏｂａｌｓｔａ
ｒの衛星ネットワーク等の衛星ネットワークと動作可能に通信する。本実施例の衛星ネッ
トワークと双方向通信するために、信号レインフォーサの音声／データモデムは、Ｇｌｏ
ｂａｌｓｔａｒ音声／データモデム（モデル１７２０または１７００）であり得る。
【００３６】
　レインフォーサ１００は、レインフォーサが、無線インターフェース３５を介して、モ
バイルデバイス（概して、レインフォーサとインターフェース接続するように設計された
モバイルデバイス上の常駐アプリ）と双方向通信することを可能にする、追加のインター
フェースを含む。無線通信のための無線インターフェース３０は、モバイルデバイスとの
ＷｉＦｉ通信、ＳＩＰ通信、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、または他のローカル無線
通信を利用することができる。タブレット等のいくつかのモバイルデバイスでは、レイン
フォーサインターフェースは、同様にレインフォーサ内に位置する通信のために必要とさ
れる関連付けられたＥｔｈｅｒｎｅｔ（登録商標）またはＵＳＢハードウェアを伴う、Ｕ
ＳＢポートまたはＥｔｈｅｒｎｅｔ（登録商標）ポートコネクタによって提供されるよう
な有線インターフェースであり得る。ＷｉＦｉ通信の場合、インターフェースは、セッシ
ョン開始プロトコル（ＳＩＰ）サーバ３８であることができる。ＳＩＰサーバは、ＳＩＰ
クライアント（モバイル電話アプリ）がレインフォーサとの標準的高品質／高速ＰＣＭＵ
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セッションを使用することを可能にするために好ましい。レインフォーサ内に位置するＳ
ＩＰサーバがない場合、高圧縮が、ＳＩＰストリームを非透過的７．２ｋデータ非同期チ
ャネルに適合させるために要求され得るので、低音声品質が存在し得る。モバイルデバイ
スとの無線通信デバイスとしてのレインフォーサ１００は、セル中継塔と同様の機能性を
モバイルデバイスに提供する。すなわち、レインフォーサは、無線通信のためのモバイル
デバイスへのアクセスポイントを生成する。レインフォーサはまた、レインフォーサを通
して、衛星ネットワークに衛星通信を提供するためのハードウェア／ソフトウェアを含む
（図Ｅには図示せず）。
【００３７】
　レインフォーサ１００の使用によって、モバイルデバイスは、統合されたモバイルおよ
び衛星電話となる（以前の統合された衛星／モバイル電話の場合、レインフォーサは、必
要とされないであろうが、アプリケーションは、依然として、モバイル機能性と衛星機能
性との間の移動を可能にするために、モバイルデバイス上に要求されるであろうことに留
意されたい）。
【００３８】
　レインフォーサ１００はまた、プロセッサ（ＡＲＭＣｏｒｅ等）３６と、必要とされる
ルーティングテーブルのすべてを提供し、モバイルデバイスと衛星ネットワークとの間の
通信の管理を支援する関連付けられたメモリとを含む。プロセッサ３６は、インターフェ
ース３５と通信する。レインフォーサは、ＳＭＳテクスティング、電子メール、インター
ネットウェブブラウジング、ブルーフォーストラッキング等、１つ以上の付加価値のある
アプリケーションをホストするための統合されたサポートを含むための追加のハードウェ
アおよび／またはソフトウェアを含むことができる。レインフォーサ１００は、好ましく
は、衛星送受信機および／または音声／データモデム３４ならびにプロセッサ３６に通信
可能に接続される、メディアチェンジャ３７を含む。レインフォーサメディアチェンジャ
３７は、レインフォーサが、モバイルデバイスと通信するために、衛星伝送または衛星伝
送からの受信のための情報をフォーマットすることを可能にする。
【００３９】
　ユーザが、発信呼を行なう（または、例えば、インターネットセッションを開始する）
準備ができると、モバイルデバイス常駐アプリケーションプログラムは、ユーザによって
入力される必要情報（例えば、音声呼の場合、電話番号）を収集し、この情報をレインフ
ォーサ１００に伝送する。レインフォーサ１００は、次いで、要求される情報を生成し、
シリアルコマンドを発行し、衛星モデムを衛星ネットワークに接続させ、衛星ネットワー
クを通して、通信経路を確立する。
【００４０】
　呼が接続されると、レインフォーサ１００は、ハンドシェイク情報を常駐アプリに中継
し（または、その独自の信号を生成し）、常駐アプリに、接続を通知し、モバイルデバイ
ス上のユーザインターフェースを用いた呼の対処のために、次いで、衛星ネットワークを
経由した伝送のために（および、また、衛星ネットワークから受信したデータをモバイル
デバイスに返信するために）、モバイルデバイス（例えば、マイクロホン）に入力され、
モバイルによって、デジタルデータストリームに変換された（または、存在する場合、デ
ジタルデバイスのＡ／Ｄコンバータ出力を使用し得る）データ（音声データ等）をレイン
フォーサ４０に移動する。レインフォーサメディアチェンジャは、プロセッサ３６と共に
、モデム、Ａ／Ｄコンバータ等を使用して、種々のデバイス（例えば、モバイルへ／から
のレインフォーサインターフェース、インターフェースへ／からの衛星データ等）を通し
た伝送のために、データストリームをあるフォーマットから別のフォーマットに変換する
必要があり得る。
【００４１】
　呼が終了されると、呼を解除するためのハンドシェイク情報が、レインフォーサ１００
を通して通信され、モバイルアプリが、呼を閉鎖するために、モバイルデバイス４０にそ
れを通信することを可能にする。同様に、着信呼の場合、ハンドシェイク情報が、受信さ
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ーサによって、モバイル常駐アプリに伝送される。モバイルアプリは、次いで、モバイル
デバイスと内部通信し、ユーザが応答するための着信呼を確立する（例えば、鳴動信号を
提供する）。応答されると、ハンドシェイクは、モバイルデバイスから、レインフォーサ
を通して、衛星ネットワークに返送され、呼を確立する。
【００４２】
　（常駐アプリ）
　モバイルデバイスはまた、（１）レインフォーサと通信し、（２）モバイルデバイスと
通信するために必要とされる機能を提供するための常駐アプリケーションプログラムを必
要とする。常駐アプリは、したがって、レインフォーサが、常駐アプリと衛星ネットワー
クとの間の通信に対処するための中間体であるのと同様に、モバイルデバイスとレインフ
ォーサとの間の通信に対処するためのモバイルデバイス上の中間体である。
【００４３】
　実施例として、アウトバウンド呼が、モバイル電話から行なわれると、呼は、ＷｉＦｉ
リンクを介して、レインフォーサ上のＳＩＰサーバにルーティングされる。その後、レイ
ンフォーサのプロセッサは、音声／データモデムを使用して、アウトバウンド呼を発呼し
、例えば、アナログインターフェースを使用して、メディアチェンジャを介して、音声デ
ータをルーティングする。逆に言えば、インバウンド呼が、音声／データモデムによって
受信されると、レインフォーサのプロセッサは、インバウンド呼を受信し、ＷｉＦｉリン
クを経由して、そのＳＩＰサーバを使用して、モバイル電話のＳＩＰクライアントへのア
ウトバウンド呼を開始する。
【００４４】
　図示されるように、信号レインフォーサ１００は、モバイルデバイスと通信する、独立
型デバイスであり得、または代替として、レインフォーサは、モバイルデバイスのハード
ウェアに統合され、直接、衛星通信衛星とインターフェース接続するそのような能力を欠
いたモバイルデバイスのために、衛星能力を提供し得る。
【００４５】
　信号レインフォーサは、権限のないユーザがデバイスを操作することを制限するための
セキュリティ機能性等の追加のハードウェアまたはソフトウェア特徴を含み得る。
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【図１Ａ】 【図１Ｂ】

【図１Ｃ】 【図１Ｄ】



(16) JP 2015-515799 A 2015.5.28

【図１Ｅ】 【図１Ｆ】

【手続補正書】
【提出日】平成26年10月30日(2014.10.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モバイルデバイスから遠隔に位置するスイッチデバイスを使用して、前記モバイルデバ
イスにおいてアクティブな継続中の第１の電子通信を第１のネットワークから第２のネッ
トワークに切り替える方法であって、前記第１のネットワークは、モバイルセルラー通信
ネットワークまたは衛星通信ネットワークのうちの一方であり、前記第２のネットワーク
は、前記モバイルセルラー通信ネットワークまたは衛星通信ネットワークのうちの他方で
あり、前記スイッチデバイスは、モバイルセルラー通信ネットワークおよび衛星通信ネッ
トワークと通信するように構成され、前記方法は、
　（１）前記スイッチデバイスが、前記モバイルデバイスから通知を受信するステップで
あって、前記通知は、切り替えが所望されることを示すように動作する、ステップと、
　（２）前記スイッチデバイスが、前記モバイルデバイスに向けられる第２の電子通信を
開始するステップであって、前記第２の電子通信は、前記第２のネットワークを介して、
前記モバイルデバイスへの通信を確立するように構成されている、ステップと、
　（３）前記スイッチデバイスが、前記継続中の電子通信を前記第１のネットワークから
前記第２のネットワーク上に確立された前記第２の電子通信に切り替えるステップと
　を含む、方法。
【請求項２】
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　モバイルデバイスにおける継続中の第１の電子通信を第１のネットワークから第２のネ
ットワークに移動または切り替える方法であって、前記第１のネットワークは、モバイル
セルラー通信ネットワークまたは衛星通信ネットワークのうちの一方であり、前記第２の
ネットワークは、前記モバイルセルラー通信ネットワークまたは衛星通信ネットワークの
うちの他方であり、前記モバイルデバイスは、前記モバイルセルラー通信ネットワークを
経由して動作可能に通信するように構成されているモバイル構成要素と、前記衛星通信ネ
ットワークを経由して動作可能に通信するように構成されている衛星構成要素とを備え、
前記方法は、
　（１）前記モバイルデバイスにおいて、前記モバイルセルラー通信ネットワークのセル
ラー信号強度を決定し、前記セルラー信号強度に基づいて、前記第１のネットワークから
前記第２のネットワークに移動することを決定するステップと、
　（２）前記モバイルデバイスが、前記第２のネットワークまたは前記第１のネットワー
クを経由して、遠隔に位置するスイッチデバイスに通知を送信するステップであって、前
記通知は、移動するための要求として作用する、ステップと、
　（３）前記モバイルデバイスが、前記スイッチデバイスから、前記継続中の通信が前記
第２のネットワーク上でアクティブであることの通知を受信するステップと、
　（４）前記モバイルデバイスが、前記第１のネットワークに関連付けられた前記モバイ
ルまたは衛星構成要素から、前記第２のネットワークに関連付けられた前記モバイルまた
は衛星構成要素のうちの他方に、前記継続中の通信を移動させるステップと
　を含む、方法。
【請求項３】
　モバイルデバイスにおいて、着信中の電子通信を受信すべきネットワークを選択する方
法であって、前記選択は、第１のネットワークまたは第２のネットワークのいずれかを含
み、前記第１のネットワークは、モバイルセルラー通信ネットワークまたは衛星通信ネッ
トワークのうちの一方であり、前記第２のネットワークは、前記モバイルセルラー通信ネ
ットワークまたは衛星通信ネットワークのうちの他方であり、前記方法は、
　（１）前記モバイルデバイスにおいて、前記衛星通信システムを経由して、保留中の着
信電子通信の通知を受信するステップであって、前記通知は、遠隔に位置するスイッチデ
バイスから受信され、前記スイッチデバイスは、モバイルセルラー通信ネットワークおよ
び衛星通信ネットワークと通信するように構成されている、ステップと、
　（２）前記モバイルデバイスにおいて、前記モバイルセルラー通信ネットワークを経由
して、前記モバイルセルラー通信ネットワークを経由した保留中の着信電子通信の通知を
受信するステップであって、前記通知は、遠隔に位置するスイッチデバイスから受信され
る、ステップと、
　（３）前記モバイルデバイスが、セルラー信号強度が所定の閾値限界を上回るか、また
は下回るかを決定するステップと、
　（４）前記セルラー信号強度が前記閾値限界を上回る場合、前記モバイルデバイスが、
前記モバイルセルラー通信ネットワークを経由して、前記着信電子通信に応答するステッ
プと、
　（５）前記信号強度が前記閾値限界を下回る場合、前記モバイルデバイスが、前記衛星
通信ネットワークを経由して、前記着信電子通信に応答するステップと
　を含む、方法。
【請求項４】
　前記スイッチデバイスによって、前記第１のネットワークを経由した前記第１の電子通
信を終了するステップをさらに含む、請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記モバイルデバイスは、第１のＳＩＭカードおよび第２のＳＩＭカードをさらに備え
、前記スイッチデバイスは、前記第２のＳＩＭカードと通信し、前記第１および第２のＳ
ＩＭカードは、前記モバイルデバイスに関連付けられている、請求項１～３のいずれか一
項に記載の方法。
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【請求項６】
　前記モバイルデバイスは、モバイルスマートフォンを備えている、請求項１～３のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記スイッチデバイスは、コンピュータプロセッサおよび関連付けられたメモリデバイ
スを備えている、請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記モバイルデバイスは、前記モバイルスマートフォンと動作可能に通信するように構
成されている無線送受信機と、前記衛星通信ネットワークと動作可能に通信するように構
成されている衛星送受信機とをさらに含む、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記スイッチデバイスは、ソフトスイッチをさらに備え、前記ソフトスイッチは、コン
ピュータプロセッサおよび関連付けられたメモリデバイスをさらに備えている、請求項６
に記載の方法。
【請求項１０】
　前記モバイルデバイスは、モバイルセルラー通信ネットワークと通信するように構成さ
れている無線送受信機と、衛星通信ネットワークと直接通信するように構成されている衛
星送受信機とを備えている、請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記モバイルデバイスは、アプリケーションプログラムおよびレインフォーサをさらに
有し、前記レインフォーサは、前記アプリケーションプログラムと無線で通信し、前記レ
インフォーサは、前記衛星送受信機からデータを受信し、前記アプリケーションプログラ
ムにデータを送信することと、前記アプリケーションプログラムからデータを受信し、前
記衛星送受信機にデータを送信することとを行うように構成されている、請求項１～３の
いずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記モバイルデバイスは、ユーザインターフェースをさらに有し、前記ユーザインター
フェースは、前記アプリケーションプログラムと動作可能に通信する、請求項１１に記載
の方法。
【請求項１３】
　前記アプリケーションプログラムは、前記ユーザインターフェースから受信したデータ
を前記レインフォーサに移動させるように構成されている、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ユーザインターフェースは、マイクロホンおよびスピーカを備えている、請求項１
３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ユーザインターフェースは、キーボードを備えている、請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記キーボードは、スマートフォン上に表示された仮想キーボードである、請求項１５
に記載の方法。
【請求項１７】
　前記アプリケーションプログラムは、前記無線送受信機にルーティングされたデータを
前記レインフォーサに移動させるように適合されている、請求項１２に記載の方法。
【請求項１８】
　前記レインフォーサは、ＳＩＰサーバをさらに備えている、請求項１１に記載の方法。
 
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　モバイルおよび衛星通信ネットワークの統合を可能にする通信システムが、本明細書に
おいて提供される。通信システムデバイスは、モバイルデバイスと（好ましくは、無線で
）双方向通信するように構成され、通信デバイス上の衛星アンテナと、アンテナを介して
、衛星ネットワークと双方向通信するように構成される、音声／データモデムとを含む、
インターフェースデバイスを含む。通信システムはまた、衛星システムとインターフェー
ス接続し、かつインターネットまたはモバイルネットワークのいずれかを介して、モバイ
ルネットワークにアクセスするソフトスイッチデバイスを含むことも、含まないこともあ
る。
　本発明はさらに、例えば、以下を提供する。
（項目１）
　モバイルデバイスから遠隔に位置するスイッチデバイスを使用して、前記モバイルデバ
イスにおいてアクティブな継続中の第１の電子通信を第１のネットワークから第２のネッ
トワークに切り替える方法であって、前記第１のネットワークは、モバイルセルラー通信
ネットワークまたは衛星通信ネットワークのうちの一方であり、前記第２のネットワーク
は、前記モバイルセルラー通信ネットワークまたは衛星通信ネットワークのうちの他方で
あり、前記スイッチデバイスは、モバイル通信セルラーネットワークおよび衛星通信ネッ
トワークと通信するように構成され、前記方法は、
　（１）前記スイッチデバイスにおいて、前記モバイルデバイスから通知を受信するステ
ップであって、前記通知は、移動が所望されることを示すように動作する、ステップと、
　（２）前記スイッチデバイスが、前記モバイルデバイスに向けられる第２の電子通信を
開始するステップであって、前記第２の電子通信は、前記第２のネットワークを介して、
前記モバイルデバイスへの通信を確立するように構成されている、ステップと、
　（３）前記スイッチデバイスが、前記第１のネットワークを通した前記継続中の電子通
信を前記第２のネットワークを通して確立された前記第２の電子通信に移動させるステッ
プであって、前記スイッチデバイスは、前記第２の電子通信上で通信する、ステップと
　を含む、方法。
（項目２）
　前記スイッチデバイスによって、前記第１のネットワークを経由した前記第１の電子通
信を終了する（４）ステップをさらに含む、項目１に記載の方法。
（項目３）
　前記モバイルデバイスは、第１のＳＩＭカードをさらに備え、前記スイッチデバイスは
、前記第２のＳＩＭカードと通信し、前記第１および第２のＳＩＭカードは、前記スイッ
チデバイスにおいて、前記モバイルデバイスに関連付けられている、項目１に記載の方法
。
（項目４）
　前記第１のモバイルデバイスは、モバイルスマートフォンを備えている、項目１に記載
の方法。
（項目５）
　前記スイッチデバイスは、コンピュータプロセッサおよび関連付けられたメモリデバイ
スを備えている、項目１に記載の方法。
（項目６）
　前記モバイルデバイスは、モバイル通信衛星送受信機と動作可能に通信するように構成
されている無線送受信機と、衛星通信ネットワークと動作可能に通信するように構成され
ている衛星送受信機とをさらに含む、項目４に記載の方法。
（項目７）
　前記スイッチデバイスは、ソフトスイッチをさらに備え、前記ソフトスイッチは、コン
ピュータプロセッサおよび関連付けられたメモリデバイスをさらに備えている、項目４に
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記載の方法。
（項目８）
　モバイルデバイスにおける継続中の第１の電子通信を第１のネットワークから第２のネ
ットワークに切り替えることを移動させる方法であって、前記第１のネットワークは、モ
バイルセルラー通信ネットワークまたは衛星通信ネットワークのうちの一方であり、前記
第２のネットワークは、前記モバイルセルラー通信ネットワークまたは衛星通信ネットワ
ークのうちの他方であり、前記モバイルデバイスは、前記モバイルセルラー通信ネットワ
ークを経由して動作可能に通信するように構成されているモバイル構成要素と、前記衛星
通信ネットワークを経由して動作可能に通信するように構成されている衛星構成要素とを
備え、前記方法は、
　（１）前記モバイルデバイスにおいて、前記モバイルセルラー通信ネットワークのセル
ラー信号強度を決定し、前記セルラー信号強度に基づいて、前記第１のネットワークから
前記第２のネットワークに切り替わることを決定するステップと、
　（２）前記第２のネットワークを経由して、遠隔に位置するスイッチデバイスに通知を
送信するステップであって、前記通知は、切り替わるための要求として作用する、ステッ
プと、
　（３）前記スイッチデバイスから、前記継続中の通信が前記第２のネットワーク上でア
クティブであることの通知を受信するステップと、
　（４）前記モバイルデバイスが、前記第１のネットワークに関連付けられた前記モバイ
ルまたは衛星構成要素から、前記第２のネットワークに関連付けられた前記モバイルまた
は衛星構成要素のうちの他方に、前記継続中の通信を移動させるステップと
　を含む、方法。
（項目９）
　前記モバイル構成要素は、モバイルセルラー通信ネットワークと通信するように構成さ
れている無線送受信機を備え、前記衛星構成要素は、衛星通信ネットワークと直接通信す
るように構成されている衛星送受信機を備えている、項目８に記載の方法。
（項目１０）
　前記モバイルデバイスは、アプリケーションプログラムおよびレインフォーサをさらに
有し、前記レインフォーサは、前記アプリケーションプログラムと無線で通信し、前記レ
インフォーサは、前記衛星送受信機から前記アプリケーションプログラムにデータを送受
信するように構成されている、項目８に記載の方法。
（項目１１）
　前記モバイルデバイスは、ユーザインターフェースをさらに有し、前記ユーザインター
フェースは、前記アプリケーションプログラムと動作可能に通信する、項目１０に記載の
方法。
（項目１２）
　前記アプリケーションプログラムは、前記ユーザインターフェースから受信したデータ
を前記レインフォーサに移動させるように構成されている、項目１１に記載の方法。
（項目１３）
　前記ユーザインターフェースは、マイクロホンおよびスピーカを備えている、項目１２
に記載の方法。
（項目１４）
　前記ユーザインターフェースは、キーボードを備えている、項目１２に記載の方法。
（項目１５）
　前記キーボードは、スマートフォン上に表示された仮想キーボードである、項目１４に
記載の方法。
（項目１６）
　前記アプリケーションプログラムは、前記無線送受信機にルーティングされたデータを
前記レインフォーサに移動させるように適合されている、項目１１に記載の方法。
（項目１７）
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　前記レインフォーサは、ＳＩＰサーバをさらに備えている、項目１０に記載の方法。
（項目１８）
　モバイル通信デバイスにおいて、２つのネットワークから、着信中の第１の電子通信を
受信すべきネットワークを選択する方法であって、前記第１のネットワークは、モバイル
セルラー通信ネットワークまたは衛星通信ネットワークのうちの一方であり、前記第２の
ネットワークは、前記モバイルセルラー通信ネットワークまたは衛星通信ネットワークの
うちの他方であり、前記方法は、
　（１）前記モバイル通信デバイスにおいて、前記衛星通信システムを経由して、保留中
の着信呼の通知を受信するステップであって、前記通知は、遠隔に位置するスイッチデバ
イスからであり、前記スイッチデバイスは、モバイル通信セルラーネットワークおよび衛
星通信ネットワークと通信するように構成されている、ステップと、
　（２）前記モバイル通信デバイスから、前記衛星通信システムを経由して、前記衛星シ
ステムを経由した保留中の着信呼の通知を受信するステップと、
　（３）前記モバイル通信デバイスが、セルラー信号強度が所定の閾値限界を上回るか、
または下回るかを決定するステップと、
　（４）前記信号強度が前記閾値を上回る場合、前記衛星ネットワークを経由して、前記
着信呼を前記モバイル通信デバイスにルーティングするステップと、
　（５）前記信号強度が前記閾値を下回る場合、前記モバイル通信デバイスが、前記遠隔
に位置するスイッチに、前記モバイル通信デバイスを経由して、前記着信呼をルーティン
グするための要求を送信するステップと
　を含む、方法。
【手続補正書】
【提出日】平成27年2月5日(2015.2.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モバイルデバイスから遠隔に位置するスイッチデバイスを使用して、前記モバイルデバ
イスにおいてアクティブな継続中の第１の電子通信を第１のネットワークから第２のネッ
トワークに切り替える方法であって、前記第１のネットワークは、モバイルセルラー通信
ネットワークまたは衛星通信ネットワークのうちの一方であり、前記第２のネットワーク
は、前記モバイルセルラー通信ネットワークまたは衛星通信ネットワークのうちの他方で
あり、前記スイッチデバイスは、モバイルセルラー通信ネットワークおよび衛星通信ネッ
トワークと通信するように構成され、前記方法は、
　（１）前記スイッチデバイスが、前記モバイルデバイスから通知を受信するステップで
あって、前記通知は、切り替えが所望されることを示すように動作する、ステップと、
　（２）前記スイッチデバイスが、前記モバイルデバイスに向けられる第２の電子通信を
開始するステップであって、前記第２の電子通信は、前記第２のネットワークを介して、
前記モバイルデバイスへの通信を確立するように構成されている、ステップと、
　（３）前記スイッチデバイスが、前記継続中の電子通信を前記第１のネットワークから
前記第２のネットワーク上に確立された前記第２の電子通信に切り替えるステップと
　を含む、方法。
【請求項２】
　モバイルデバイスにおける継続中の第１の電子通信を第１のネットワークから第２のネ
ットワークに移動または切り替える方法であって、前記第１のネットワークは、モバイル
セルラー通信ネットワークまたは衛星通信ネットワークのうちの一方であり、前記第２の
ネットワークは、前記モバイルセルラー通信ネットワークまたは衛星通信ネットワークの
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うちの他方であり、前記モバイルデバイスは、前記モバイルセルラー通信ネットワークを
経由して動作可能に通信するように構成されているモバイル構成要素と、前記衛星通信ネ
ットワークを経由して動作可能に通信するように構成されている衛星構成要素とを備え、
前記方法は、
　（１）前記モバイルデバイスにおいて、前記モバイルセルラー通信ネットワークのセル
ラー信号強度を決定し、前記セルラー信号強度に基づいて、前記第１のネットワークから
前記第２のネットワークに移動することを決定するステップと、
　（２）前記モバイルデバイスが、前記第２のネットワークまたは前記第１のネットワー
クを経由して、遠隔に位置するスイッチデバイスに通知を送信するステップであって、前
記通知は、移動するための要求として作用する、ステップと、
　（３）前記モバイルデバイスが、前記スイッチデバイスから、前記継続中の通信が前記
第２のネットワーク上でアクティブであることの通知を受信するステップと、
　（４）前記モバイルデバイスが、前記第１のネットワークに関連付けられた前記モバイ
ルまたは衛星構成要素から、前記第２のネットワークに関連付けられた前記モバイルまた
は衛星構成要素のうちの他方に、前記継続中の通信を移動させるステップと
　を含む、方法。
【請求項３】
　モバイルデバイスにおいて、着信中の電子通信を受信すべきネットワークを選択する方
法であって、前記選択は、第１のネットワークまたは第２のネットワークのいずれかを含
み、前記第１のネットワークは、モバイルセルラー通信ネットワークまたは衛星通信ネッ
トワークのうちの一方であり、前記第２のネットワークは、前記モバイルセルラー通信ネ
ットワークまたは衛星通信ネットワークのうちの他方であり、前記方法は、
　（１）前記モバイルデバイスにおいて、前記衛星通信システムを経由して、保留中の着
信電子通信の通知を受信するステップであって、前記通知は、遠隔に位置するスイッチデ
バイスから受信され、前記スイッチデバイスは、モバイルセルラー通信ネットワークおよ
び衛星通信ネットワークと通信するように構成されている、ステップと、
　（２）前記モバイルデバイスにおいて、前記モバイルセルラー通信ネットワークを経由
して、前記モバイルセルラー通信ネットワークを経由した保留中の着信電子通信の通知を
受信するステップであって、前記通知は、遠隔に位置するスイッチデバイスから受信され
る、ステップと、
　（３）前記モバイルデバイスが、セルラー信号強度が所定の閾値限界を上回るか、また
は下回るかを決定するステップと、
　（４）前記セルラー信号強度が前記閾値限界を上回る場合、前記モバイルデバイスが、
前記モバイルセルラー通信ネットワークを経由して、前記着信電子通信に応答するステッ
プと、
　（５）前記信号強度が前記閾値限界を下回る場合、前記モバイルデバイスが、前記衛星
通信ネットワークを経由して、前記着信電子通信に応答するステップと
　を含む、方法。
【請求項４】
　前記スイッチデバイスによって、前記第１のネットワークを経由した前記第１の電子通
信を終了するステップをさらに含む、請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記モバイルデバイスは、第１のＳＩＭカードおよび第２のＳＩＭカードをさらに備え
、前記スイッチデバイスは、前記第２のＳＩＭカードと通信し、前記第１および第２のＳ
ＩＭカードは、前記モバイルデバイスに関連付けられている、請求項１～３のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項６】
　前記モバイルデバイスは、モバイルスマートフォンを備えている、請求項１～３のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項７】
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　前記スイッチデバイスは、コンピュータプロセッサおよび関連付けられたメモリデバイ
スを備えている、請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記モバイルデバイスは、前記モバイルスマートフォンと動作可能に通信するように構
成されている無線送受信機と、前記衛星通信ネットワークと動作可能に通信するように構
成されている衛星送受信機とをさらに含む、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記スイッチデバイスは、ソフトスイッチをさらに備え、前記ソフトスイッチは、コン
ピュータプロセッサおよび関連付けられたメモリデバイスをさらに備えている、請求項６
に記載の方法。
【請求項１０】
　前記モバイルデバイスは、モバイルセルラー通信ネットワークと通信するように構成さ
れている無線送受信機と、衛星通信ネットワークと直接通信するように構成されている衛
星送受信機とを備えている、請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記モバイルデバイスは、アプリケーションプログラムおよびレインフォーサをさらに
有し、前記レインフォーサは、前記アプリケーションプログラムと無線で通信し、前記レ
インフォーサは、前記衛星送受信機からデータを受信し、前記アプリケーションプログラ
ムにデータを送信することと、前記アプリケーションプログラムからデータを受信し、前
記衛星送受信機にデータを送信することとを行うように構成されている、請求項１～３の
いずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記モバイルデバイスは、ユーザインターフェースをさらに有し、前記ユーザインター
フェースは、前記アプリケーションプログラムと動作可能に通信する、請求項１１に記載
の方法。
【請求項１３】
　前記アプリケーションプログラムは、前記ユーザインターフェースから受信したデータ
を前記レインフォーサに移動させるように構成されている、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ユーザインターフェースは、マイクロホンおよびスピーカを備えている、請求項１
３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ユーザインターフェースは、キーボードを備えている、請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記キーボードは、スマートフォン上に表示された仮想キーボードである、請求項１５
に記載の方法。
【請求項１７】
　前記アプリケーションプログラムは、前記無線送受信機にルーティングされたデータを
前記レインフォーサに移動させるように適合されている、請求項１２に記載の方法。
【請求項１８】
　前記レインフォーサは、ＳＩＰサーバをさらに備えている、請求項１１に記載の方法。
【請求項１９】
　第１のネットワークと第２のネットワークとの間で電子通信を切り替えるためのシステ
ムであって、前記システムは、第１のネットワークを含み、前記第１のネットワークは、
モバイルセルラー通信ネットワークまたは衛星通信ネットワークのうちの一方を含み、前
記第２のネットワークは、前記モバイルセルラー通信ネットワークまたは衛星通信ネット
ワークのうちの他方であり、
　一連のモバイルデバイスの各々は、前記第１のネットワークおよび前記第２のネットワ
ークを経由した通信が可能であり、
　前記モバイルデバイスの各々は、前記モバイルデバイスの各々に関連付けられた一対の
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ＳＩＭカードを有しており、
　各モバイルデバイスに対し、前記一対のＳＩＭカードのうちの一方が、前記モバイルデ
バイスに割り当てられ、かつ、前記モバイルデバイスとともに位置しており、前記一対の
ＳＩＭカードのうちの他方が、スイッチデバイスに関連付けられており、かつ、前記モバ
イルデバイスから遠隔に位置しており、
　前記スイッチデバイスはさらに、前記モバイルデバイスから遠隔に位置しており、
　前記スイッチデバイスは、プロセッサおよびデータベースを含み、前記スイッチデバイ
スは、前記一連のモバイルデバイスのうちの選択された１つへと前記第１のネットワーク
および前記第２のネットワークを経由して同時に通信することが可能である、システム。
【請求項２０】
　前記ＳＩＭカードは、加入者識別モジュールカードまたはＲＵＩＭカードを含む、請求
項１９に記載のシステム。
【請求項２１】
　前記一連のモバイルデバイスのうちの少なくとも１つは、衛星送受信機、スマートフォ
ン、および、短距離無線送受信機をさらに含み、
　前記モバイルデバイスは、前記短距離無線送受信機を経由して前記スマートフォンと前
記衛星送受信機との間で通信するように構成されている、請求項２０に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記一連のモバイルデバイスの各々に対し、前記一対の関連付けられたＳＩＭカードは
、前記データベース内のそれぞれのモバイルデバイスに関連付けられている、請求項１９
に記載のシステム。
【請求項２３】
　前記プロセッサは、セッション開始プロトコルサーバをさらに含む、請求項２２に記載
のシステム。
【請求項２４】
　前記スイッチデバイスは、前記一連のモバイルデバイスのうちの選択された１つへと前
記第１のネットワークおよび前記第２のネットワークを経由して同時に通信する場合に、
前記モバイルデバイスから遠隔に位置する、前記モバイルデバイスのうちの前記選択され
た１つに関連付けられた前記一対のＳＩＭカードのうちの一方に関連付けられた会議呼を
通して通信し、前記会議呼の１つの部分は、前記第１のネットワークを経由したものであ
り、前記会議呼の別の部分は、前記第２のネットワークを経由したものである、請求項１
９に記載のシステム。
【請求項２５】
　前記モバイルデバイスは、スマートフォンおよび衛星送受信機をさらに含む、請求項１
９に記載のシステム。
【請求項２６】
　前記スイッチデバイスは、フェムトセル、ピコセル、マイクロセル、または、ｇｎａｃ
（ｇｅｎｅｒｉｃ　ｎｅｔｗｏｒｋ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）を介して前
記モバイルセルラー通信ネットワークと通信する、請求項１９に記載のシステム。
【請求項２７】
　ＳＩＭバンクをさらに含み、前記ＳＩＭバンクは、一連のＳＩＭカードを格納し、各格
納されたＳＩＭカードは、関連するモバイルデバイスから遠隔に位置する、各モバイルデ
バイスに関連付けられた前記一対のＳＩＭカードのうちの一方である、請求項１９に記載
のシステム。
【請求項２８】
　前記モバイルデバイスは、関連するユーザ衛星番号を有する衛星送受信機をさらに含み
、前記衛星通信ネットワークを経由した前記モバイルデバイスへの通信は、前記ユーザ衛
星番号に向けられる、請求項２４に記載のシステム。
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